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　昨年12月8日に閣議決定された政府の「新しい経済政
策パッケージ」では、持続的な経済成長の鍵となる少子高
齢化への対応として「生産性革命」と「人づくり革命」を車
の両輪として取り組んでいくとされました。幼児教育の無
償化など「人づくり革命」が注目されていますが、ここでは

「生産性革命」に盛り込まれた施策について概観したいと
思います。「生産性革命」の内容は20頁にわたり、大きく3
項目ありますが、その中でも大部分を占めているのは、3
番目の「Society5.0の社会実装と破壊的イノベーション」
です（資料1）。

　内閣府によれば第4次産業革命とは、IoT、ビックデー
タ、AIなどのコアとなる技術革新を指します（資料2）。こう
した技術革新により、①大量生産・画一的サービス提供か
ら個々にカスタマイズされた生産・サービスの提供、②既
に存在している資源・資産の効率的な活用、③従来人間に
よって行われていた労働の補助・代替が期待されていま
す。これにより消費者は、潜在的に欲していた新しい財・
サービスを享受できるようになるメリットがあります。同
時に生産者には、供給面が拡大できるメリットや製品・
サービス提供のあり方がこれまでとは変化するという面
があります。
　既に具体的な取組みが始まっている事例も数多くあり
ますが、日本の第4次産業革命関連の取組みは米独に比
べ遅れているとされます。今回これらの技術革新を社会
で実現していくために、7つの分野とそれぞれの分野での
具体的な注力策が示されています（資料3）。こうした政府
の後押しもあり今後は幅広い分野で社会的実装が進ん
でいくと見込まれます。またこれを契機に有望なビジネ
ス・企業が生まれてくる可能性もあります。今後の動向に
注目です。

「経済政策パッケージ」における生産性革命

第4次産業革命の社会実装等

資料1 生産性革命（P20）の主な内容

（出所）内閣府資料より作成・ （ ）内頁数

資料3 社会実装の分野とその内訳（抜粋）

（出所）内閣府資料より作成

資料2 第4次産業革命への流れ

（出所）内閣府資料より作成
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